
テーマ 「とっとりを発信する！」 

鳥取県での現地調査（８月５日～９日） 

県・市担当者との意見交換会（８月５日） 

５月から応募・選考・研修・東京での事前調査を経て、いよ 

いよ現地調査が開始となりました。              

鳥取空港到着後、鳥取市中心部にある県庁へ向かいます。 

この日は丁度、鳥取県の「高校生議会」が県庁内で開催されて 

いたため、一部傍聴し、鳥取に住む高校生の考えや彼らからの 

問題提起を聞くことができました。 

意見交換会では、事前研修会で東京にもお越しいただいた鳥取県庁・市役所の担当の方、加えて今回現地調

査でお世話になる岩美町、鹿野町、福部町の担当の方々にも参加いただき、意見交換会を実施しました。 

各チームとも、事前に調査・構想したプランを担当の方に伝え、厳しいご指摘や沢山のアドバイスをいただ

き、理解が深まる充実した２時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地での取材及びグループワーク（８月６日～７日） 

 ２日目からはグループ毎に調査地に向かいます。事前に希望調査地域を考え、それぞれ受け入れていただい

た地域での取材を行いました。 

役場の担当者の方にお世話になりながら、アポイント

を取った場所を訪問します。総合支所や農業漁業関係、

大学やコミュニティセンター等、地域を盛り上げるため

に欠かすことのできない方々を取材しました。また、観

光資源として有名な砂丘やジオパークの他にも、劇場や美術館や神社なども訪れ、岩美町・鹿野町・福部町の

歴史や魅力を自分達で体感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 調査地域 

A班 岩美 1300 鳥取県 岩美町 

B班 ぷらっと鹿野 鳥取市 鹿野町 

C班 チーム福部町活性化 鳥取市 福部町 

岸本先生胸像前で記念撮影 



この現地調査では町長との対談や劇場での演劇体験など、普段の大学生活では叶わない貴重な経験ができた

グループもあり、夕食の席ではグループの枠を超えて、その日の現地調査の話題に花が咲きました。 

初日から連日夜遅くまでグループワークを行いましたが、学生たちは疲れも見せず、どのグループも真剣に

「とっとりを発信する！」という大きなテーマと向き合いました。 

 

  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地での取材及びグループワーク、熟議（８月８日） 

 午前中に現地調査、午後から各グループがお世話になった方々に参加いただき熟議を行いました。自分たち

の考えに対する様々な角度からの意見を受けて、最終日に開催する中間発表会へ臨みます。 

 総合支所が自然災害トラブルの対応のため、１グループ急遽熟議が中止となってしまいましたが、他の２グ

ループは無事熟議を終え、自分たちの提案に何が足りないのかを認識できました。 

 

 

 

 

 

 

 

【台風の接近による「中間発表中止」判断】 

台風１１号の接近のため最終日の飛行機が欠航となる可能性を考慮し、この日の夕方、教職員により翌日の

中間発表会を中止、午前中から新幹線で帰路につく決定をしました。 

学生たちは予定通り、グループワークで発表用のパワーポイントの仕上げを行い、提出しました。 

 

中間発表会中止 （８月９日） 

 朝から台風の影響で大粒の雨が降る中、午前中に鳥取駅を出発し、夕方東京駅へ到着しました。鳥取駅へは

県庁・市役所の担当の方が見送りに来て下さいました。 

中間発表会は中止となってしまい非常に残念でしたが、「とっとりを発信する！」というテーマを胸に、学生

たちは成果報告会に向けて報告書の作成・プレゼンテーションの準備期間となります。 

 

鳥取県、鳥取市、鹿野町、福部町、岩美町の職員のみなさん、 

取材や熟議にご協力くださったみなさんのご協力により、普段 

の学生生活では経験できない貴重な機会をいただきました。 

あたたかいご支援、誠にありがとうございました！！ 

 






